
４
面
か
ら
つ
づ
く

　
夢
真
　

代
表
取
締
役
社
長

小
川
　

建
二
郎
　

氏
　

お

　
が
わ
　

　
け
ん
　

じ

　
ろ
う
　

Ｉ　ｎｔｅｒｖｉｅｗ

女
性
が
定
着
す
る
フ

ロ

体
制
と
は

東
京
都
造
園
緑
化
業
協
会

若
手
技
術
者
研
修
会
を
開
催

　

★
大
田
区

　
　

　

●
東
京
都
住
宅
政
策
本
　

　

部
西
部
住
宅

　
　

　

●
東
京
都
建
設
局
西
多
　

　

摩
建
設

　
　

　

●
東
京
都
建
設
局
北
多
　

　

摩
南
部
建
設

　
　

　

●
東
京
都
建
設
局
北
多
　

　

摩
北
部
建
設

　
　

　

●
昭
島
市

　
　

　

●
国
立
市

　
　

　

●
町
田
市

　
　

　

●
警
察
庁
皇
宮
警
察
本
　

　

部

　
　

　

●
国
土
交
通
省
関
東
地
　

　

方
整
備
局
港
湾
空
港
部
　

　

●
国
土
交
通
省
江
戸
川
　

　

河
川

　
　

　

●
日
本
下
水
道
事
業
団
　

　

東
日
本
本
部

　
　

　

●
港
区

　
　

　

●
新
宿
区

　
　

　

●
台
東
区

　
　

　

●
墨
田
区

　
　

　

●
品
川
区

　
　

　

●
豊
島
区

　
　

　
建
設
業
界
の
働
き
方
改
革
で

﹁
個
の
尊
重
﹂
は
重
要
な
キ


ワ

ド
だ

施
工
管
理
技
術
者
派
遣
の
ト

プ
ラ
ン
ナ

・

夢
真
︵
港
区
︶
の
小
川
建
二
郎
社
長
は
﹁
ワ

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ

ン
ス
を
第
一
に
考
え
る
若
者
も
多
く

求
め
る
働
き
方
と
価
値

観
が
変
化
し
て
い
る

人
材
定
着
に
は
個
人
を
大
切
に
し
た
組

織
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
﹂
と
強
調
す
る

同
社
は
建
設

業
の
高
齢
化
に
備
え
て
２
０
０
０
年
ご
ろ
か
ら
未
経
験
の
若
い

人
材
を
育
成
し

即
戦
力
に
育
て
上
げ
る
独
自
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が

強
み
だ

業
界
課
題
に
向

き
合
う
小
川
社
長
に
人
材

育
成
・
定
着
の
ポ
イ
ン
ト

を
聞
い
た


　

未
経
験
者
が
成
長
で
き
る
環
境

づ
く
り
と
は


　
﹁
当
社
で
は
年
間
２
０
０
０
人
の

若
手
未
経
験
者
を
大
規
模
採
用
し
て

い
る

施
工
管
理
の
仕
事
に
対
す
る

イ
メ

ジ
ギ


プ
を
早
め
に
取
り

除
き

現
場
に
適
用
し
や
す
い
よ
う

に
他
社
に
は
な
い
実
践
型
の
研
修
も

数
多
く
取
り
入
れ
て
い
る

ま
た


資
格
合
格
ま
で
導
く
教
育
体
制
が
夢

真
の
強
み
で
あ
り

そ
こ
に
魅
力
を

感
じ
て
入
社
す
る
社
員
も
多
い

在

籍
す
る
施
工
管
理
技
術
者
数
は
６
２

０
０
人
を
超
え
た

ポ
イ
ン
ト
を
絞


て
学
べ
る
﹃
２
級
建
築
施
工
管
理

技
士
補
　
受
験
対
策
講
座
﹄
の
ｅ
ラ


ニ
ン
グ
も
無
料
で
提
供
し

現
場

ま
で
の
通
勤
時
間
や
空
き
時
間
で
勉

強
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
サ
ポ

ト

し
て
い
る
﹂

　

定
着
推
進
の
フ

ロ

体
制
を

聞
き
た
い


　
﹁
同
業
他
社
を
含
め
た
建
設
施
工

管
理
派
遣
業
と
し
て
の
離
職
率
は


％
以
上

定
着
率
を
上
げ
る
た
め
に

は

稼
働
前
の
イ
メ

ジ
と
現
場
配

属
後
の
実
際
の
仕
事
内
容
を
埋
め
る

こ
と
が
何
よ
り
も
重
要
だ

当
社
で

は
昨
年
６
月
に
技
術
者
の
成
長
に
伴

走
す
る
専
属
部
署
﹃
キ

リ
ア
デ
ザ

イ
ン
推
進
部
﹄
を
立
ち
上
げ
た

研

修
か
ら
現
場
ま
で
一
貫
し
て
技
術
者

を
サ
ポ

ト
す
る
新
体
制
と
な
り


現
場
配
属
後
の
フ

ロ

担
当
者
と

研
修
担
当
者
の
情
報
共
有
が
促
進
さ

れ

今
ま
で
以
上
に
フ

ロ

で
き

る
体
制
に
進
化
し
た

夢
真
で
の
建

設
施
工
管
理
技
術
社
員
の
定
着
率
は

高
ま
り

年
間
離
職
率
は

％
程
度

に
改
善
し
た
﹂

　

女
性
技
術
社
員
の
比
率
が
高
い

と
聞
く


　
﹁
業
界
に
先
駆
け
て
女
性
施
工
管

理
技
術
者
を
積
極
的
に
採
用
し
て
き

た
こ
と
も
あ
り

直
近
２
年
間
で
女

性
技
術
者
が

％
増
加
し
た

当
社

の
技
術
社
員
は
４
人
に
１
人
が
女
性

だ

こ
れ
は
建
設
業
界
の
平
均
に
比

べ
て
高
い
比
率
と
な
り

施
工
管
理

も
し
く
は
Ｃ
Ａ
Ｄ
オ
ペ
レ

タ

の

技
術
者
と
し
て
多
く
の
女
性
が
活
躍

し
て
い
る

４
月
か
ら
は

女
性
技

術
者
員
が
建
設
現
場
で
継
続
的
に
活

躍
で
き
る
未
来
を
目
指
す
プ
ロ
ジ


ク
ト
﹃
ゆ
め
小
町
﹄が
始
動
し
た


女
性
の
フ

ロ

担
当
者
を
増
や

し

女
性
技
術
社
員
の
定
着
を
高
め

る
体
制
を
強
化
し
て
い
る

施
工
管

理
の
仕
事
は
不
定
期
な
働
き
方
も
あ

る

例
え
ば

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が

変
わ
る
中
で

施
工
管
理
を
続
け
る

こ
と
が
難
し
く
な

た
女
性
に

Ｃ

Ａ
Ｄ
な
ど
の
仕
事
に
キ

リ
ア
チ


ン
ジ
で
き
る
支
援
体
制
も
あ
る
﹂

　

今
後

夢
真
が
担
う
役
割
は
ど

の
よ
う
な
も
の
な
の
か


　
﹁
わ
れ
わ
れ
は
人
材
を
囲
い
込
む

こ
と
は
し
て
い
な
い

建
設
技
術
者

が
派
遣
先
の
建
設
会
社
に
転
職
し
た

い
意
向
が
あ
れ
ば

積
極
的
に
応
じ

て
い
る

今
期
の
転
職
は
１
４
０
人

程
度

若
い
人
材
が
今
後
の
キ

リ

ア
ア

プ
を
描
け
る
よ
う
に

顧
客

企
業
へ
の
転
職
の
選
択
肢
も
歓
迎
し

て
い
る

建
設
業
界
に
興
味
を
持
つ

若
者
を
一
人
前
の
技
術
者
に
成
長
さ

せ
る
こ
と
が
使
命
と
考
え
て
い
る


若
い
世
代
に
向
け
た
﹃
学
び

成
長

す
る
﹄
教
育
機
関
の
役
割
も
担

て

い
き
た
い
﹂
︵
ビ
ジ
ネ
ス
開
発
事
業

部

大
西
正
太
︶

　
東
京
都
造
園
緑
化
業
協
会

︵
卯
之
原
昇
理
事
長
︶
は
９

月

日

都
内
で
造
園
若
手

技
術
者
研
修
会
を
開
い
た





代
を
中
心
と
す
る
技

術
・
営
業
職
の
若
手
社
員


人
が
参
加
し

造
園
技
術
や

都
市
緑
化
を
学
ん
だ
他

同

年
代
同
士
で
造
園
業
界
へ
の

期
待
や
悩
み
な
ど
を
語
り
合

い
交
流
を
深
め
た

写
真


　
冒
頭

協
会
の
山
下
博
史

専
務
理
事
が
あ
い
さ
つ
し


業
界
内
で
の
横
の
つ
な
が
り

の
重
要
性
を
説
き

﹁
積
極

的
に
こ
の
機
会
を
活
用
し
て

ほ
し
い
﹂
と
求
め
た


　
研
修
会
は

関
東
大
震
災

か
ら
１
０
０
年
の
節
目
で
あ

る
こ
と
を
受
け

防
災
公
園

を
テ

マ
に
実
施

地
元
住

民
の
要
望
に
よ
り

造
幣
局

地
区
防
災
公
園
街
区
整
備
事

業
と
し
て
整
備
さ
れ
た

豊

島
区
立
と
し
ま
み
ど
り
の
防

災
公
園
︵
イ
ケ
・
サ
ン
パ


ク
︶
で
行

た


　
同
公
園
の
指
定
管
理
者
業

務
を
務
め
る
日
比
谷
ア
メ
ニ

ス
の
村
田
尭
弘
管
理
事
務
所

長
が

コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
園

当
時
か
ら
現
在
ま
で
に
直
面

し
た
課
題

対
応
策
に
つ
い

て

同
公
園
の
コ
ン
セ
プ
ト

に
基
づ
い
た
管
理
手
法
を
交

え
て
紹
介
そ
の
後
公
園
内

を
視
察
し


か
ま
ど
ベ
ン

チ
な
ど
防
災

施
設
を
確
認

し
た


　
ま
た

豊

島
区
公
園
緑

地
課
の
職
員

が
﹁
池
袋
駅

周
辺
４
つ
の

公
園
を
核
と

し
た
ま
ち
づ

く
り
﹂
と
題

し
て
講
演
し

た


区
関
係

区
関
係

国
そ
の
他

国
そ
の
他

都
関
係
は
多
摩
地
区
事
務
所
分
の
み
掲
載

電
子
版
に
掲
載
し
て
い
ま
す

事
後
公
表
メ
ン
バ
ー
は

（５） ＜第三種郵便物認可＞２０２３年（令和５年）１０月６日＜金曜日＞

︵
江
戸
川
区
臨
海
町
二
丁

目
２
︶

６
８
１
５
万
８
１
４
０
円

恒
栄
電
設


７
３
７
７
万
３
千

▽
都
営
日
野
新
町
一
丁
目
ア

パ

ト
ほ
か
１
団
地
共
用

灯

駐
車
場
灯

屋
外
灯

及
び
そ
の
他
工
事
︵
日
野

市
新
町
１
│

ほ
か
︶

５
０
９
８
万
８
５
０
０
円

山
本
電
機


５
５
２
９
万
１
千

▽
都
営
長
房
ア
パ

ト
︵
１


４
Ｗ
│
７
９












号

棟
︶共
用
灯
駐
車
場
灯


屋
外
灯
及
び
そ
の
他
工
事

︵
八
王
子
市
長
房
町
５
８

８
︶

７
２
４
３
万
６
５
９
３
円

金
子
電
気
商
会


７
８
３
３
万
１
千

▽
令
和
５
年
度
コ

シ

タ

ワ

佃
空
家
リ
ニ


ア

ル
工
事
︵
中
央
区
佃
二
丁

目
２
│

︶

不
調


６
３
７
７
万
５
千

▽
コ

シ

ハ
イ
ム
坂
下
機

械
式
駐
車
場
入
替
及
び
平

面
化
工
事
︵
板
橋
区
坂
下

３
│

︶

不
調


１
億
７
４
８
１
万

▽
都
営
新
河
岸
二
丁
目
ア
パ


ト
︵
５

７
号
棟
︶
除

却
工
事
︵
板
橋
区
新
河
岸

２
│
８
７
６
︶

１
億
６
２
８
２
万
３
千

ス
ク
ラ
ム


２
億
０
４
６
８
万

︵

月
３
日
︶

▽
都
営
千
住
元
町
ア
パ

ト

︵
２
号
棟
︶
ほ
か
１
団
地

雑
排
水
管
及
び
屋
内
汚
水

管
修
繕
工
事
︵
足
立
区
千

住
元
町

ほ
か
︶

２
２
６
６
万

上
下
水
道
促
進
工
業


２
２
６
７
万
２
千

▽
コ

シ

ハ
イ
ム
南
葛
西

五
丁
目
電
気
自
動
車
用
充

電
設
備
設
置
工
事
︵
江
戸

川
区
南
葛
西
５
丁
目

│

１
︶

６
２
３
万

ネ

ト
ワ

ク
サ

ビ
ス


６
３
９
万
２
千

▽
都
営
柴
又
一
丁
目
ア
パ


ト
ほ
か
２
団
地
共
用
灯


屋
外
灯
及
び
自
転
車
置
場

灯
改
修
工
事
︵
葛
飾
区
柴

又
１
│

ほ
か
︶

８
６
１
万
６
６
７
０
円

拓
新
電
気


９
２
０
万

▽
都
営
用
賀
一
丁
目
ア
パ


ト
柵
改
修
及
び
植
樹
工
事

︵
世
田
谷
区
用
賀
１
│


︶

不
調


９
７
５
万
１
千

▽
区
立
フ

ミ

ユ
柏
木

︵
Ｂ
︶
外
壁
改
修

屋
上

防
水
及
び
鉄
部
塗
装
工
事

︵
新
宿
区
北
新
宿
３
│


│
２
︶

３
６
９
０
万
　
ベ
ク
ト
ル


４
０
１
４
万
８
千

▽
都
営
清
瀬
竹
丘
一
丁
目
ア

パ

ト
︵
２

９









号
棟
︶
ほ
か

１
団
地
共
用
灯
屋
外
灯


駐
車
場
灯
及
び
そ
の
他
工

事
︵
清
瀬
市
竹
丘
１
│
５

ほ
か
︶

４
３
５
６
万
７
２
７
０
円

ケ
イ
ア
ン
ド
ア
イ


４
７
２
６
万
６
千

▽
区
立
京
島
三
丁
目
第
７
コ

ミ

ニ
テ

住
宅
屋
上
防

水
外
壁
改
修
鉄
部
塗
装

ほ
か
４
団
地
外
壁
改
修


鉄
部
塗
装
及
び
そ
の
他
工

事
︵
墨
田
区
京
島
３
│
３

│
６
ほ
か
︶

４
０
４
２
万
９
７
０
０
円

ワ

ル
ド


４
３
８
９
万
９
千

▽
南
砂
住
宅
︵
５
号
棟
︶
換

気
設
備
改
修
工
事
︵
江
東

区
南
砂
２
│
３
︶

４
６
８
３
万
７
千

東
京
ガ
ス
リ
ビ
ン
グ
ラ
イ

ン
５
０
３
３
万
１
千

▽
平
尾
住
宅
︵
１
号
棟
１
０

２
号
室
︶
ほ
か
２
８
２
住

戸
給
湯
器
取
替
工
事
︵
稲

城
市
平
尾
３
│
１
│
１
ほ

か
︶

６
８
７
４
万
９
４
２
２
円

エ
ネ
ラ
イ
フ


７
３
９
２
万
３
千

▽
都
営
橋
場
二
丁
目
ア
パ


ト
屋
内

室
内
給
水
管
改

修

増
圧
直
結
給
水
ポ
ン

プ
設
置
及
び
そ
の
他
工
事

︵
台
東
区
橋
場
２
│

︶

８
５
１
６
万
２
千

丸
ノ
内
工
業


８
５
１
６
万
２
千

︻

月

日
開
札
︼

▽
電
子
入
札
・
主
要
第

号

線
電
線
共
同
溝
試
掘
調
査

工
事
︵
池
上
新
参
道
︶

︵
１
工
区
︶
︵
池
上
一
丁

目

番
か
ら
池
上
一
丁
目


番
先
︶

案
件
番
号
２
０
２
３
│
０

０
８
１
３

︵

月
３
日
︶

▽
都
営
東
京
街
道
団
地
︵
江

戸
街
道
︶
道
路
詳
細
設
計

︵
東
大
和
市
清
原
１
丁
目

１
番
ほ
か
︶

不
調


７
５
４
万
２
千
　

６

０
０
万

︵
９
月

日
︶

▽
道
路
構
造
物
予
備
設
計

︵
畑
中
Ⅲ
期
地
区
︶
︵
青

梅
市
畑
中
三
丁
目
地
内
か

ら
同
市
和
田
町
二
丁
目
地

内
ま
で
主
要
地
方
道
奥
多

摩
青
梅
線
︵
第

号
︶
︶

１
４
９
０
万
︵
随
︶

日
本
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ


１
４
９
２
万
４
千

▽
中
曽
川
砂
防
工
事
修
正
設

計︵
そ
の
３
︶︵
青
梅
市
沢

井
三
丁
目
地
内
中
曽
川
︶

５
９
０
万
︵
随
︶キ

タ

ク


６
２
１
万
３
千

▽
将
門
Ｂ
橋
・
越
沢
橋
︵
仮

称
︶
橋
梁
予
備
補
足
設
計

︵
将
門
Ｂ
橋
︵
仮
称
︶
︶

１
４
７
３
万
︵
随
︶

建
設
技
術
研
究
所


１
４
７
３
万
６
千

▽
道
路
橋
梁
清
掃
委
託
︵
西

の

︶
単
価
契
約

２
８
５
万
０
９
１
８
円

︵
随
単
契
単
価
合
計
額
︶

ス
イ

ピ
ン
グ
サ

ビ
ス


１
２
１
０
万
︵
発
注
限

度
額

税
込
︶

▽
道
路
施
設
警
報
設
備
保
守

委
託
そ
の
２

７
０
０
万
︵
随
︶

コ
イ
ト
電
工

︵
９
月

日
︶

▽
道
路
概
略
修
正
設
計
︵
５

北
南
│
府
中
３
・
４
・
３

Ⅱ
期
︶
︵
府
中
市
南
町
一

丁
目
地
内
か
ら
同
市
住
吉

町
二
丁
目
地
内
ま
で
府
中

３
・
４
・
３
狛
江
国
立
線
︶

１
０
１
５
万
︵
随
︶

東
光
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ


１
０
６
５
万
３
千

︵
９
月

日
︶

▽
道
路
橋
梁
維
持
工
事
︵
５

立
川
工
区
︶
単
価
契
約

︵
そ
の
３
︶
︵
立
川
工
区

管
内
︶

１
２
５
９
万
１
６
０
９
円

︵
随

単
契

単
価
合
計

額
︶

　
飯
和
建
設


６
０
０
０
万
︵
発
注
限

度
額

税
込
︶

︵
９
月

日
︶

▽
電
線
共
同
溝
予
備
設
計

︵
５
北
北
│
昭
島
３
・
２

・
３
︶
︵
昭
島
市
も
く
せ

い
の
杜
一
丁
目
地
内
か
ら

同
市
中
神
町
地
内
ま
で
昭

島
３
・
２
・
３
国
営
公
園

南
線
︶

８
４
１
万
︵
随
︶

ト

ニ
チ
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
８
４
１
万
２
千

︵

月
３
日
︶

▽
昭
島
市
立
成
隣
小
学
校
体

育
館
屋
根
防
水
修
繕
︵
大

神
町
四
丁
目
４
番
１
号
︶

６
８
０
万

　
常
光


６
８
８
万
６
１
０
０
円

︵

月
３
日
︶

▽
令
和
５
年
度
国
立
市
南
部

中
継
ポ
ン
プ
場
改
築
工
事

︵
機
械
設
備
工
事
︶
︵
谷

保
七
丁
目

番
地
の
３
︶

２
８
０
５
万
９
３
０
０
円

第
一
テ
ク
ノ


３
１
１
７
万
７
千

︵

月
２
日
︶

▽
町
田
４
３
７
号
線
自
転
車

走
行
空
間
整
備
工
事
︵
木

曽
西
一
丁
目
・
四
丁
目


木
曽
東
三
丁
目
地
内
︶

１
２
９
５
万
５
８
０
１
円

岡
三
建
設


１
４
９
１
万
７
千
　


１
４
２
５
万
１
３
８
１
円

︵
税
込
︶

︵

月
３
日
︶

▽
町
田
市
自
然
休
暇
村
給
排

水
衛
生
設
備
改
修
工
事

︵
長
野
県
川
上
村
秋
山


番
地

︶

９
９
８
４
万
２
千

タ
ナ
カ
設
備


９
９
８
４
万
２
千
　


８
９
８
５
万
７
８
０
０
円

▽
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ

キ

点
検
調
査
業
務
委
託
︵
森

野
一
丁
目
地
内
︶

７
５
７
万

　
パ
ス
コ

▽
南
大
谷
子
ど
も
ク
ラ
ブ
外


施
設
定
期
点
検
業
務
委

託
︵
南
大
谷
２
６
４
南
大

谷
子
ど
も
ク
ラ
ブ
外

施

設
︶

１
９
８
万
　
新
日
本
技
術

︵

月
４
日
︶

▽
自
由
民
権
資
料
館
収
蔵
庫

空
気
調
和
設
備
改
修
工
事

︵
野
津
田
町
８
９
７
番

地
︶

９
２
１
万
４
４
０
０
円八

設


１
０
２
８
万
９
千
　


１
０
１
３
万
３
６
４
２
円

︵
税
込
︶

︵
９
月

日
︶

▽
フ

ン
ス
設
置
工
事
︵
港

区
︶

１
２
０
０
万

ア

ト
フ

ン
ス
工
業

︵
９
月

日
契
約
︶

▽
令
和
５
年
度
東
京
国
際
空

港
ア
ク
セ
ス
鉄
道
開
削
部

︵
Ｐ
３
駐
車
場
前
︶
躯
体

築
造
工
事

２
７
４
億
２
９
５
９
万

︵
随
︶

　
清
水
建
設


２
７
４
億
２
９
９
６
万

︵
９
月

日
契
約
︶

▽
Ｒ
５
江
戸
川
管
内
周
辺
環

境
調
査
検
討
業
務

３
７
２
７
万
︵
随
︶

建
設
環
境
研
究
所


３
７
２
７
万

︵
９
月

日
契
約
︶

▽
Ｒ
５
水
環
境
改
善
施
設
検

討
業
務

１
９
０
５
万
︵
随
︶

日
水
コ
ン
・
リ
バ

フ
ロ

ン
ト
研
究
所
Ｊ
Ｖ


１
９
０
５
万

︵
９
月

日
︶

▽
令
和
５
年
度
さ
い
た
ま
市

落
合
ポ
ン
プ
場
他

施
設

再
構
築
基
本
設
計
︵
ス
ト


ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
全
体

計
画
及
び
実
施
計
画
︶
業

務
委
託
︵
埼
玉
県
さ
い
た

ま
市
地
内
︶

９
４
６
０
万
︵
随
︶Ｎ

Ｊ
Ｓ


９
４
６
７
万

︵

月
２
日
︶

▽
港
南
五
丁
目
測
量
委
託
及

び
道
路
設
計
委
託︵
詳
細
︶

︵
港
南
五
丁
目
２
番
先
︶

１
０
４
６
万
　
協
振
技
建

▽
街
路
灯
維
持
工
事︵
建
替
︶

︵
三
田
一
丁
目
２
番
先
か

ら
３
番
先
ま
で
︶

１
８
９
７
万
４
６
０
０
円

電
双
テ

ク


２
３
５
６
万
７
千

︵

月
３
日
︶

▽
元
赤
坂
一
丁
目
測
量
委
託

及
び
道
路
設
計
委
託
︵
詳

細
修
正
︶
︵
元
赤
坂
一
丁

目
７
番
先
か
ら
元
赤
坂
二

丁
目
１
番
先
ま
で
︶

７
６
０
万

弘
洋
第
一
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ツ
▽
港
区
立
小
中
一
貫
教
育
校

赤
坂
学
園
赤
坂
小
学
校
プ


ル
改
修
に
伴
う
機
械
設

備
工
事
︵
赤
坂
八
丁
目


番

号
︶

８
０
７
０
万
　
川
本
工
業


８
０
７
７
万
５
千

▽
港
区
立
小
中
一
貫
教
育
校

赤
坂
学
園
赤
坂
小
学
校
プ


ル
改
修
工
事
︵
赤
坂
八

丁
目

番

号
︶

７
６
７
０
万
新
日
本
総
設


７
７
８
７
万
２
千

▽
麻
布
十
番
一
・
二
丁
目
道

路
設
計
委
託
︵
詳
細
︶
及

び
測
量
委
託
︵
麻
布
十
番

一
丁
目
５
番
先
か
ら
麻
布

十
番
二
丁
目

番
先
ま

で
︶

１
１
７
０
万
　
テ
イ
コ
ク

︵

月
２
日
︶

▽
新
宿
区
立
中
強
羅
区
民
保

養
所
職
員
宿
舎
冷
暖
房
設

備
設
置
そ
の
他
に
伴
う
電

気
設
備
工
事
︵
神
奈
川
県

箱
根
町
強
羅
１
３
２
０
番

地
︶

７
１
０
万
３
５
８
０
円

ビ

グ
バ
ン


８
８
６
万
　

６
８
８

万
４
千

︵

月
２
日
︶

▽
玉
姫
保
育
園
プ

ル
フ


ン
ス
設
置
そ
の
他
工
事

︵
清
川
二
丁
目

番


号
︶

１
８
９
万
︵
不
落
随
契
︶

中
建
設

▽
こ
と
ぶ
き
こ
ど
も
園
３
階

ト
イ
レ
改
修
工
事
︵
寿
一

丁
目

番
９
号
︶

５
１
３
万フ

リ

Ａ
Ｘ
Ｅ
Ｚ

▽
交
通
量
調
査
委
託

１
６
９
万
　
エ
ス
ピ

研

︵

月
４
日
︶

▽
道
路
現
況
測
量
及
び
詳
細

設
計
業
務
委
託︵
第
４
回
︶

４
９
８
万

さ
く
ら
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
▽
台
東
リ
バ

サ
イ
ド
ス
ポ


ツ
セ
ン
タ

野
球
場
人

工
芝
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
及
び

ア
ン
ツ

カ
入
替
工
事

︵
今
戸
１
丁
目
１
番


号
︶

５
４
８
万

コ
ウ
フ
・
フ


ル
ド

▽
台
東
リ
バ

サ
イ
ド
ス
ポ


ツ
セ
ン
タ

陸
上
競
技

場
地
下
１
階
機
械
室
排
気

フ

ン
交
換
工
事

６
４
万
３
千
︵
随
︶

サ
ン
空
調

︵

月
３
日
︶

▽
文
花
出
張
所
増
圧
給
水
ポ

ン
プ
改
修
工
事
︵
文
花
一

丁
目

番
１
│
１
０
２

号
︶

１
０
９
５
万

大
迫
工
業


１
２
８
９
万

▽
し
ら
ひ
げ
保
育
園
受
変
電

設
備
改
修
そ
の
他
工
事

︵
堤
通
二
丁
目
５
番
５
│

１
０
１
号
︶

１
３
０
０
万
　
甲
信
電
気


１
７
０
４
万

︵

月
４
日
︶

▽
航
空
写
真
に
よ
る
道
路
判

定
の
た
め
の
解
析
委
託

５
６
万

　
八
州

︵
９
月

日
︶

▽
令
和
５
年
度
自
動
車
騒
音

常
時
監
視
委
託
及
び
自
動

車
騒
音
振
動
要
請
限
度
調

査
委
託
︵
指
定
場
所
︶

１
６
７
万Ｃ

Ｔ
Ｉ
ウ
イ
ン
グ

︵
９
月

日
︶

▽
富
士
見
ケ
丘
児
童
遊
園
複

合
遊
具
等
改
修
工
事
︵
西

大
井
五
丁
目
７
番
３
号
︶

５
０
２
０
万西

村
造
園
土
木


５
２
９
２
万
１
千

▽
し
な
が
わ
区
民
公
園
駐
車

場
他
補
修
工
事
設
計
委
託

︵
指
定
場
所
︶

２
２
０
万

テ
ク
ニ
カ
ル
エ
イ
ト

︵

月
２
日
︶

▽
し
な
が
わ
水
族
館
受
変
電

設
備
改
修
工
事
︵
勝
島
３

│
２
│
１
︶

７
２
０
万

　
大
雄
電
業

︵

月
３
日
︶

▽
ゆ
た
か
図
書
館
自
動
火
災

報
知
設
備
改
修
そ
の
他
電

気
設
備
工
事
︵
豊
町
１
│


│
７
︶

３
３
７
万
３
千

西
村
電
機

︵

月
３
日
︶

▽
工
事
４
号
特
別
区
道
豊
８

１
６
│
１
電
線
共
同
溝
設

置
工
事
︵
東
池
袋
四
丁
目

自

番
先
至

番
先
︶

１
億
１
１
０
０
万

荒
木
建
設
工
業


１
億
１
４
５
０
万
６
千


１
億
０
３
３
９
万
５
千


